
㈲
ア
ウ
ル
ズ
コ
ー
ポ
レ
ー
ション

2136

ト
ピ
ッ
ク
ス

4
Ｐ

1
3
Ｐ

1
6
Ｐ

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
　
5
月
2
1
日
㈯
、5
月
2
2
日
㈰
  開
催！！

和
木
町
四
境
の
役
1
5
0
年
祭
　「
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

広
島
広
域
都
市
圏
で
新
た
な
連
携
に
取
り
組
み
ま
す

・・・

・・・・・・・・・・・  　　

・・・・・・・・・・・・・・・  　　

No.518

平
成
2
8
年

5

　
4
月
1
5
日
、
役
場
前
で
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
幼
稚
園
児
な
ど
が
参
加
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン



幼稚園入園式

中学校入学式

森上憲政支部長（左）と米本町長（右）

エイサー披露

小学校入学式

　
４
月
８
日
か
ら
12
日
ま
で
に
、
町
内
の
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
入
園
式
・

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

緊
張
感
を
漂
わ
せ
な
が
ら
も
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
新
生
活
に
期
待
を
抱
き
、
新
し
い
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
幼
稚
園
67
名
、
小
学
校
80
名
、

中
学
校
56
名
が
入
園
・
入
学
し
た
。

　
入
園
・
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
学
ん
で
、
た
く
さ

ん
友
達
を
作
って
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
元
気

に
楽
し
く
新
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

入
園
入
学
お
め
で
と
う
！

ま
ち
の
話
題

岩
国
錦
帯
橋
空
港
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

　
3
月
27
日
、岩
国
錦
帯
橋
空
港
で
沖
縄（
那

覇
）
線
新
規
就
航
・
東
京
（
羽
田
）
線
増

便
を
記
念
し
た
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
米
本
町
長
も
出
席
し
た
こ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
主
催
者
で
あ
る
同
空
港
利
用
促
進
協
議

会
の
福
田
良
彦
会
長
（
岩
国
市
長
）
の
あ
い

さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
琉
球
國
祭
り
太

鼓
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
披
露
が
行
わ
れ
、
新
規
就

航
・
増
便
を
祝
い
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
後
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
11
時
に
最
初
の
沖
縄
行
き
の
飛
行
機
が

離
陸
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
線
が
新
規
就
航
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

沖
縄
県
ま
で
、
約
1
2
0
分
で
行
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
東
京
都
ま
で

は
約
90
分
で
行
け
ま
す
）。
皆
さ
ん
も
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
3
月
22
日
、
和
木
町
と
一
般
社
団
法
人
山

口
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
岩
国
支
部
（
森
上
憲
政

支
部
長
）
と
の
間
で
、「
災
害
時
に
お
け
る
物

資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
が
締
結
さ
れ
ま

し
た
。

　
協
定
は
、
災
害
に
よって
被
災
し
た
場
合
に
、

山
口
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
岩
国
支
部
に
要
請
し
、

「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
や
「
ガ
ス
コ
ン
ロ
」
な
ど
を
避

難
所
等
へ
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
町
民
の
生
活

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
印
式
で
、米
本
町
長
は「
災
害
発
生
後
は
、

被
災
さ
れ
た
方
の
生
活
を
早
く
安
定
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
専
門

的
な
技
術
や
知
識
、
物
資
を
有
す
る
企
業
の

方
々
の
応
援
が
必
要
で
す
。」
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。

ま
ち
の
話
題

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
岩
国
支
部
と

災
害
応
援
協
定
を
締
結

1



岡崎美喜惠さん 秋﨑秀生所長

　4
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
岩
国
地
区
消

防
組
合
中
央
消
防
署
東
出
張
所
に
秋
﨑
秀
生

所
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　秋
﨑
さ
ん
は
「
着
任
し
た
ば
か
り
で
色
々

と
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
力
を
尽
く

し
て
頑
張
り
ま
す
。」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　秋
﨑
さ
ん
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

日
々
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　4
月
1
日
に
岡
崎
美
喜
惠
さ
ん
が
、
満
90

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

東
出
張
所
に
秋
﨑
所
長
が
着
任

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　今
回
は
四
境
戦
争
開
戦
ま
で
の
政
治
情
勢
と

対
幕
府
間
で
の
交
渉
状
況
に
つ
い
て
解
説
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）一
月
、長
州
藩
は

長
期
に
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
薩
摩
藩
と
盟
約
を

結
び
ま
す
。い
わ
ゆ
る
「
薩
長
同
盟
」の
成
立

で
す
。内
容
は
両
藩
で
朝
廷
の
政
権
復
活
へ
の

尽
力
や
幕
府
と
長
州
藩
が
戦
闘
状
態
に
な
っ
た

場
合
で
の
後
方
支
援
、長
州
藩
赦
免
の
た
め
に

薩
摩
藩
が
周
旋
す
る
こ
と
な
ど
で
し
た
。
　
　

　一方
、同
月
幕
府
は
朝
廷
に
対
し
長
州
藩
の

処
分
を
上
奏
し
、そ
の
許
可
を
得
て
い
ま
す
。

そ
の
概
要
は
、長
州
藩
の
一
○
万
石
の
減
封
と

藩
主
毛
利
敬
親
の
蟄
居・世
子
元
徳
の
永
蟄
居

家
督
を
相
応
の
者
に
譲
る
こ
と
、切
腹
を
し
た

三
人
の
家
老
の
家
は
永
久
断
絶
と
い
う
も
の
で

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　二
月
に
は
、こ
の
処
分
命
令
の
通
達
の
た
め

幕
府
老
中
小
笠
原
長
行
と
大
目
付
の
永
井
尚
志

が
広
島
へ
下
向
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　小
笠
原
は
同
月
二
十
二
日
、敬
親
及
び
世
子

元
徳
、加
え
て
三
支
藩
主
と
吉
川
経
幹
に
広
島

ま
で
出
て
来
る
よ
う
命
令
し
ま
し
た
が
長
州
側

は
病
と
の
理
由
で
こ
れ
を
固
辞
し
ま
す
。こ
の

出
頭
命
令
が
出
た
日
、長
州
藩
内
で
は
す
で
に

一
連
の
長
州
処
分
令
に
対
し
て
は
問
題
外
と
し

断
固
拒
絶
、対
幕
戦
争
や
む
な
し
と
い
う
方
針

が
決
定
し
布
告
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
　
　
　

　い
よ
い
よ
四
月
二
日
に
は
、前
回
に
出
頭
を

命
じ
ら
れ
た
者
以
外
に
敬
親
の
孫
興
丸
、家
老

二
人
を
加
え
て
広
島
へ
の
出
頭
命
令
が
だ
さ
れ

そ
の
期
日
は
四
月
二
十
一
日
と
さ
れ
ま
し
た
。
　

　長
州
藩
側
は
、藩
主
父
子
孫
の
名
代
と
し
て

宍
戸
備
後
助
、三
支
藩
主・吉
川
経
幹
も
そ
れ

ぞ
れ
名
代
を
広
島
に
出
頭
さ
せ
、五
月
一
日
に

広
島
国
泰
寺
で
小
笠
原
と
各
名
代
が
顔
を
合
せ

小
笠
原
よ
り
家
督
を
敬
親
の
孫
興
丸
に
相
続
を

さ
せ
、一
〇
万
石
減
石
さ
せ
た
約
二
七
万
石
の

領
地
を
安
堵
す
る
と
い
う
命
令
が
下
さ
れ
た
の

で
す
。し
か
も
そ
の
命
令
に
復
命
す
る
請
書
を

五
月
二
十
一
日
ま
で
に
提
出
せ
よ
と
い
う
も
の

で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　長
州
側
も
歎
願
書
を
提
出
し
寛
大
な
処
分
を

求
め
、五
月
末
ま
で
幕
府
側
と
の
折
衝
は
続
き

ま
し
た
。結
局
請
書
の
期
限
は
五
月
二
十
九
日

と
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
期
日
に
も
歎
願
書
の

提
出
の
み
で
、こ
れ
で
幕
府
と
長
州
の
交
渉
は

完
全
に
決
裂
し
て
し
ま
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　六
月
に
な
る
と
総
督
の
徳
川
茂
承（
紀
州
藩
）

の
軍
勢
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
大
名
の
戦
闘

部
隊
が
続
々
と
広
島
城
下
へ
の
集
結
を
開
始
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　い
よ
い
よ
開
戦
ま
で
秒
読
み
段
階
で
す
。
　
　

　平成 27 年度は、町内において、約 700 本も植えてはいけないけしが発見されました。
　麻薬の中で、乱用されて社会問題となるのが、けしから取れるアヘンやモ
ルヒネです。
　けしの中でも、「おにげし」や「ひなげし」などは、麻薬成分を含んでおら
ず観賞用として植えても良いのですが、「セティゲルム種」、「ソムニフェルム種」
のけしや「ハカマオニゲシ」は麻薬成分を含んでおり、勝手に植えてはいけません。
　大麻、植えてはいけないけしを発見した時や見分け方が分からない時は、
岩国健康福祉センターまたは警察署に連絡してください。
 問　岩国健康福祉センター（☎29-1526）

不正大麻・けし撲滅運動の実施について

連
載
第
五
回
（
全
六
回
）

四
境
戦
争
開
戦
直
前
の
動
向

和
木
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

正 

中 

克 

磨

2



　先日、公告いたしました一般競争入札の参加申込受付期間が過ぎましたが、参加申し込みがなかったため、受付
期間及び入札日を延期します。
　和木町土地開発公社が定めた予定価格（最低売却価格）以上で、最も高い価格で入札した方を落札者として決
定します。多数の入札参加をお待ちしております。
　物件の詳細、入札手続きにつきましては「和木町ホームページ（http://www.town.waki.lg.jp/）」をご覧ください。

【入札にあたって付す条件】
　落札した場合、所有権移転後１年以内に住居専用住宅
の建築に着工し、2年以内に居住することが条件となります。
【入札参加申込受付期間等】
 受付期限　6月30日（木）　※土・日、祝日を除く9時～16 時
 受付場所　役場３階　和木町土地開発公社事務局
※申込みに必要な書類等は「和木町ホームページ」でご確認いただくか、「和木町土地開発公社事務局」にお問い
合わせください。
【入札日時及び場所】
 入札日　７月１４日（木）　　 入札場所　役場３階　大会議室　　 入札時間　10 時～
 資料請求・問　〒740-8501　和木町和木 1丁目1番 1号
都市建設課内　和木町土地開発公社事務局　（☎52-2197）

 

場
所
　

和
木
町
和
木
2
丁
目
2
番
5
–
1
0
1
号

（
第
5
棟
1
階
）

 

構
造
　鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
　
３
階
建

 

募
集
戸
数

1
戸
（
3
Ｄ
Ｋ
　
7
2
．7
㎡
）

 

家
賃
額

2
6
’2
0
0
円
〜
3
9
’1
0
0
円

 

共
営
費
　約
2
’0
0
0
円

 

駐
車
場
　1
台
／
戸

 

申
込
資
格

①
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必

要
と
す
る
方
（
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方
）

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
あ
る
方
（
２
名
以
上
）

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
全
員
の
収
入
合

計
が
収
入
基
準
の
範
囲
内
に
あ
る
方

　（
例
）
給
与
所
得
者
が
1
名
、
妻
、
子

供
2
名
、
計
4
名
で
入
居
を
希
望
す

る
場
合
は
、
世
帯
全
員
の
所
得
の
合
計

3
’0
3
6
’0
0
0
円
以
内
が
収
入
基
準

の
範
囲
内

④
連
帯
保
証
人
が
2
名
い
る
方
、
連
帯
保
証

人
は
入
居
者
の
親
族
ま
た
は
町
内
に
居
住

す
る
方

⑤
現
在
、
公
営
住
宅
（
県
営
、
市
町
村
営
）

に
居
住
し
て
い
な
い
方

⑥
入
居
を
希
望
す
る
家
族
全
員
が
地
方
税
等

に
滞
納
が
な
い
方

⑦
申
込
者
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第

７７
号
）
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

 

入
居
可
能
日
　8
月
1
日
㈪

 

申
込
期
間
等
　

5
月
16
日
㈪
〜
6
月
15
日
㈬

8
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
日
を
除
く
）

 

申
込
に
必
要
な
書
類
等

①
申
込
書
（
窓
口
で
配
布
ま
た
は
、
和
木
町

Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

②
平
成
２７
年
度
納
税
証
明
書
　

③
平
成
２７
年
中
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類（
所

得
証
明
、
課
税
証
明
書
な
ど
）、
家
族
全

員
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

④
住
民
票
（
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
、
全
員

の
住
民
票
が
必
要
で
す
。）

※
納
税
証
明
書
、
所
得
を
証
明
す
る
書
類
、

住
民
票
は
、
現
在
住
ん
で
お
ら
れ
る
市
役

所
等
で
発
行
さ
れ
ま
す
。

 

抽
選
会
　
6
月
23
日
㈭
（
予
定
）

※
別
途
、
詳
細
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

 

決
定
方
法
　
入
居
資
格
を
有
し
て
い
る
方
の

申
込
者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、

公
開
抽
選
を
行
い
、
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

 

申
・
問

都
市
建
設
課
（
☎
5
2
–
2
1
9
7
）

和木町土地開発公社保有地を売却します（再募集）

　熊本県熊本地方を震源とする地震により、人的被害をはじめ、家屋
の倒壊等甚大な被害が発生し、熊本県、大分県などで多くの方々が
被災されました。
　共同募金会と日本赤十字社では、この災害で被災を受けられた方々
を支援することを目的に、義援金の募集を行います。
　なお、お寄せいただく義援金については、熊本県、熊本県共同募金会、
日本赤十字社熊本県支部による義援金配分委員会を通じて、被災者
へ配分されます。
　どうかご理解をいただき、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
 受付方法　社会福祉協議会、山口銀行、西京銀行、ゆうちょ銀行
で受付けております。
 受付時間　月曜日～金曜日（土日祝除く）　それぞれの営業時間内
　　　　　※窓口での取り扱いの場合、振込手数料は無料です。
 受付期限　６月３０日（木）
 問　社会福祉協議会　（☎５２-８６４４）

平成２８年熊本地震災害義援金」の募集について

【入札物件】

※物件は現状有姿での引き渡しとなります。
　一部、地役権が設定されています。

番号 所在地 地目 面積 予定価格
28-① 和木町和木二丁目524 番 7 宅地 187.89㎡ 12,438,000円
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カレーライス・たいやき・たこ焼き
かき氷・焼き鳥・おむすび・いなり・ハンバーグ・うどん
炊き込みご飯・イカ焼き・フライドスナック・チュロス

 

 

 
 

 

  日土

 

フライドポテト・塩麹からあげ・焼きそば・
いかやき・コロッケ・牛串・豚串・とり串　他

 

 

生ビール！
軽食あります

お買い物500円以上で抽選券配布
※ただし、フリーマーケットは除く

主　催　   ▶蜂ヶ峯ローズフェスタ実行委員会
お問い合わせ▶和木町商工会
TEL：0827-53-2066　　http://waki-s.com4



458

団体表彰 （　）は２7年度会長
○瀬田子ども会（岡本弥生さん）
○上組子ども会（馬場巨幸さん）
○三井社宅子ども会（相川葉子さん）

○曙子ども会（吉尾克乃美さん）
○上灰場子ども会（村上節子さん）
○沖灰場子ども会（大原朱見さん）

平成２８年度　婦人会重点目標
○安心安全のまちづくり活動を推進し地域のきずなをふかめよう
○青少年健全育成を進め明るい社会につなげよう
○日常生活を見直し防災・環境意識を高めよう
○生涯学習を健康ではつらつと生きよう
○ルールとマナーを守り交通事故のない社会を作ろう

　和木町婦人会（藤本亮恵
会長）は、３月２９日に、和木

町文化会館において総会を行いました。
　会に先立ち、副町長から、婦人会活動への感謝と期待
のあいさつ、町施策の紹介がありました。
　平成２７年度の事業報告・会計報告に続いて平成２８年
度の事業計画・予算案が審議され、会の活動方針などが
確認されるとともに、平成２８年度の重点目標に次の５点を
掲げ、さまざまな活動に取り組むことになりました。

　４月１６日、２３日に、
和木町文化財保護審議

会会長の正中克磨さんを講師に「大人の歴史教室」を行
いました。
　参加者の皆さんは、いつも見慣れた和木町を違った視点
から見るという新鮮な体験に満足された様子でした。
　また、今年度から幼稚園・小学校に赴任された先生方
にも和木町のことを知ってもらうため参加してもらいました。

　４月１２日に、各単位子ども会育成会の役員と、町子連
執行部の皆さん（約５０名）により、「平成２８年度和木町
子ども会育成連絡協議会総会」（吉田浅美会長）が開催
されました。
　会に先立ち、重岡教育長・和木小学校の福坂校長が
挨拶され、家庭や子ども会など、地域の役割の重要さにつ
いて述べられました。
　このあと、平成２７年度の事業報告・決算監査報告およ
び平成２８年度の事業計画・予算案について審議、承認
され、町子連及び各単位子ども会の活動が本格的に始ま
ることになりました。
　また、平成２７年度の活動が顕著であった団体への表彰
が行われ、６団体が表彰されました。

　4 月から社会教育
主事として和木町教

育委員会に配属になりました、光貞賢志（みつさだけんし）
です。この紙面を担当します。
　岩国市錦町の出身で和木町は
初めての勤務です。前任は岩国
市立川下中学校で保健体育を指
導しておりました。学校の教師と
はまた違った立場で地域の皆さま
とかかわっていきたいと思います。
どうぞよろしくお願いします。

大人の歴史教室

婦人会総会 ～学んで遊んで元気と笑顔　
　地域ではぐくむ子どもネットワーク～

お世話になります
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５月の休館日 　利用者カードを持って図書館へお越し
ください。

＜ＣＤ＞
☆超いきものばかり／いきものがかり
☆LIBERTY／加藤ミリヤ
☆“１０Ｋｓ／KAT－TUN
☆THE JSB LEGACY／三代目J Soul Brothers
☆COSMIC EXPLORER／ Perfume
☆METAL RESISTANCE／ BAYBYMETAL
☆Sweet Song Covers ／May J.
☆３５xxxv ／ ONE OK ROCK 
☆クライマックス８０’ｓ YELLOW
☆ナンバーワン９０’ｓ ムービー・ヒッツ

＜一般書＞
「海の見える理髪店」   　荻原浩著
「幕末！ 疾風伝」    天野純希著
「アンと青春」    　坂木司著
「暗幕のゲルニカ」   原田マハ著
「武蔵無常」    　藤沢周著

　おはなし会サークル「ゆびとま」では、活動に参加してくださる方を募集中しています。
 活動内容　毎月第３土曜日でのお話会、毎学期の小学校でのお話会ほか、
各行事でのお話会などがあります。
　小学校でのお話会だけ参加したい、奇数月の定例お話会の参加は難しいなど…
時間に余裕があるときの参加だけでも可能です。
　「絵本・子どもが好きな人」、「本を読んであげた子どもたちの反応が見たい」方、年
齢・性別・経験は問いません。
　興味のある方は是非お問合せください。
 問　図書館（☎５４－０２２２） 

「札幌アンダーソング」ラストソング 
小路幸也著

「真実の檻」    下村敦史著
「サブマリン」   　　  伊坂幸太郎著
「バベル九朔」   　  万城目学著
「眩（くらら）」   　　　朝井まかて著

＜児童書・絵本＞
「あったかいな」    片山健絵・くすのきしげのり作
「うどん対ラーメン」   田中六大作
「よるのさかなやさん」 　　 山口マオ絵・穂高順也文
「くらべてなるほど！ こうじのくるま」  交通新聞社
「しんかんせんでいこう」    間瀬なおかた作・絵
「ツバメ観察記」   孝森まさひで文・写真
「春風亭一之輔のおもしろ落語入門」  　
   春風亭一之輔落語・山口晃画
「南極のスコット大佐とシャクルトン」 　　　佐々木マキ著
「モンスター・ホテルでピクニック」 柏葉幸子作・高畠純絵
「わたしは樹木のお医者さん」  石井誠治著

1 2 3 4 5 6 7
日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

問合せ▼
TEL 54-0222　　FAX 54-0278

ホームページアドレス▼
http://www.waki-toshokan.jp/index.html

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

日にち▶５月２１日（土）
時　間▶１０時３０分～１１時
場　所▶図書館おはなしの部屋
対　象▶幼児・小学生
お話会サークル『ゆびとま』
問合せ▶図書館（☎54-0222）

読み聞かせボランティア募集！！ おはなし会のおしらせ
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平成２８年度分の軽自動車税から下記の表のとおり税率が変更されます

高
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2
1
9
5
）
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日
時  

５
月
11
日
㈬
　
15
時
〜
15
時
30
分

 

場
所  

総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
の
販
売

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

車　　　種 平成２８年度から 平成27年度まで

原動機付自転車

 総排気量50㏄以下  2,000円 1,000円

 総排気量50㏄超90㏄以下 2,000円 1,200円

 総排気量90㏄超125㏄以下 2,400円 1,600円

 ミニカー（三輪以上） 3,700円 2,500円

軽二輪車（125㏄超250㏄以下） 3,600円 2,400円

小型特殊自動車
農耕作業用のもの 2,400円 1,600円

その他のもの 5,900円 4,700円

二輪の小型自動車 （250cc超） 6,000円 4,000円

車　　　種 平成27年3月31日
以前の新規登録

平成27年4月1日
以後の新規登録 新規登録後13年超

四輪以上のもの
（660㏄以下）

乗  用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三輪のもの（660㏄以下） 3,100円 3,900円 4,600円

以上の車両については、購入や登録の時期にかかわらず、すべての車両について平成２８年度分の軽自動車税
から改正後の税率が適用されます。

　平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日までに初めて車両番号の指定を受けた一定の環境性能を満たす車両
（燃費、排ガス規制等の基準達成車両）で自動車検査証の「初度検査年月」が平成 27 年 4 月から平成 28 年 3 月の
ものについては、平成 28 年度の１年度分の軽自動車税に限り、グリーン化特例（軽課）が適用されます。
※ 初度検査年月とは
　 初めて車両番号の指定を受けた年月（初度検査年月）で、自動車検査証で確認できます。
　  問   税務課　（☎︎ 52-2193）
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平成27年度（月額）
国 民 年 金

（老齢基礎年金（満額） ： 1人分）
厚 生 年 金  ※1

（夫婦2人分の老齢基礎年金を含む標準的な年金額）

平成28年度（月額）

65,008円65,008円

221,504円  ※2221,507円

平成28年度の年金額改定について
～物価・賃金によるスライドは行われず、年金額は昨年度から据え置き～
　平成28年度の年金額は、法律の規定により、物価、賃金によるスライドは行われず、平成27年度から据え置きとなります。
ただし、被用者年金一元化法により端数処理が変更※になったため、平成 28 年４月分の改定から、月額で数円の増
減が生じます。
　また、平成 28 年度の年金額による支払いは、通常、4月分の年金が支払われる6月からです。
※平成 27 年 10 月に施行された「被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法
律（平成 24 年法律第 63 号）」により、年金額（年額）の端数処理がそれまでの 100 円未満四捨五入から、1 円
未満四捨五入に改められました。これにより、基礎年金が満額でない方の年金額や厚生年金の年金額については、
基本的に各年金単位で年額 50円以下（月額４円以下）の増減が生じます。
○平成 28 年度の新規裁定者
　（67 歳以下の方）の年金額
　の例

※１　厚生年金は、夫が平均的収入（平均標準報酬（賞与含む月額換算）42.8 万円）で 40 年間就業し、妻がそ
の期間すべて専業主婦であった世帯が年金を受け取り始める場合の給付水準です。

※２　上記表の厚生年金（報酬比例部分）の場合の端数処理
　　 平成 27 年度の厚生年金（報酬比例部分）の年金額は、100 円未満四捨五入のため、1,097,866 円（年額）⇒

1,097,900 円（年額）でした。平成 28 年度については、１円未満四捨五入のため、1,097,866 円（年額）と　なり、
月額では3円変わります。

 問　岩国年金事務所（☎24‒2222） 保健福祉課（☎52‒2195）

　一億総活躍社会の実現に向け、賃金引き上げの
恩恵が及びにくい高齢者の方を支援します。

● 支給対象者 ●
　平成２７年度臨時福祉給付金の支給対象者に該
当する方のうち、平成２９年３月３１日までに６５歳以
上になる方が対象です。
※ただし、生活保護の受給者である方などは対象
外となります。

 支給額　対象者１人につき　30,000 円（※支給は１
回です。）
 申　請　対象と思われる方には、送付します。
 給付金の受取方法　原則、指定口座に入金します。
振り込め詐欺にご注意を！
　高齢者向け給付金に関して、町や厚生労働省など
がＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の操
作をお願いすることは絶対ありません。不審な電話があっ
たときは、保健福祉課または警察署へご連絡ください。
厚生労働省給付金専用ダイヤル
オー！ みな いいきゅうふ
０５７０‒０３７‒１９２
 問　保健福祉課
　　 （☎52-2195）

高齢者向け給付金のご案内
（年金生活者等支援臨時給付金） 　国保に加入、脱退するときは、１４日以内に保健福

祉課の窓口へ届け出てください。
加入の届出が遅れると
・保険料は届出をした日ではなく、資格が発生した日ま
でさかのぼって支払うことになります。

・やむを得ない場合を除き、被保険者証のない期間
の医療費が、全額自己負担になります。
脱退の届出が遅れると
・資格が外れたあとに国保の被保険者証で受診した
医療費がある場合、返金していただくことになります。
  なお、届出の際は、資格異動日の確認が必要です
ので、次のものをご持参の上、届け出をしてください。
●加入するとき必要なもの
・職場の健康保険を外れた証明書（資格喪失証明
書や離職票など）

・年金を受給されている方は、年金証書
・印かん
・本人及び世帯主のマイナンバー、届出人の身分証明書
●脱退するとき必要なもの
・職場の健康保険の保険証（対象者全員分）または
資格取得証明書

・国保の保険証（返却のため）
・印かん
・本人及び世帯主のマイナンバー、届出人の身分証明書
 問　保健福祉課　（☎52-2195）

国民健康保険への届け出はおすみですか？
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赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

すっくちゃん

地域子育て支援センターからのお知らせ

うきうき広場

子育てサロン「たんぽぽ」

わくわくルーム

すくすく計測相談会

　親子がふれあい、楽しむ場です。
お待ちしています。
 日時　毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　 ９時３０分～１２時
 注意　５月３日（火）はお休みです
  　　うきうきタイム
  　　（保育士による手遊び等）
  　　　　１１時頃～
  　　所庭での外遊び　１１時３０分頃～
 対象　乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者

 場所・問　地域子育て支援センター
（保育所２階）（☎53-5551）

5 月の行事（うきうきタイム）
１０日（火）発育測定（来所順）
２０日（金）作ってあそぼ
　　　　　 （工作は25年度生のみ）
２７日（金）誕生日会

　保健相談センターの講堂を親子
ふれあいの場として開放しています。
 日時　毎週木曜日　９時～１６時
　　　 わくわくタイム　１１時頃から
（わくわくタイムを実施しない日もあります）
 場所・問　保健相談センター　

５月の行事（わくわくタイム）
5月12日　お話会
　  26日　缶バッチ作り

　小さい赤ちゃんでも安心です。お気軽にご利用下さい。
 日時　5月12日（木）１３時３０分～１５時 受付
 対象　新生児・乳児・幼児　※事前申込み不要
 内容　身長・体重測定、その他
　　　 保健、栄養、母乳相談
 場所・問　保健相談センター
　　　　　 （☎52-7290）

　子育てサロン「たんぽぽ」では、親子のコミュニケーショ
ンのための場を提供しています。お気軽にご参加下さい。
 日時　５月１７日（火）　※第３火曜日
　　　 １０時～１１時３０分
 対象　乳幼児（幼稚園に入園前まで）
 内容　室内での遊び・茶話会　※事前申し込み不要
 場所　和木２丁目第３集会所
　　　 （山の手集会所）
 参加費　１家族１００円
 問　社会福祉協議会（☎52-8644）

親子あいあいバスの旅
～自然を満喫！はちがみね公園～

　あいあいバスとは、町内を循環しているコミュニティバ
スです。親子であいあいバスに乗って、車窓の風景や蜂
ケ峯公園の自然を楽しみませんか？
 日時　５月１６日(月 )　９時１０分～１１時２０分 
　　　 ※雨天の際は5月23日(月)に延期

　９時１０分 (時間厳守 )
　和木町役場　駐車場

 対象　乳幼児とその家族
 内容　和木町コミュニティバス(あいあいバス)への乗車
　　　 蜂ヶ峯公園で親子自然散策
 持参物  バス代 ( 大人片道 100 円・乳幼児無料 ) を
お持ちいただき、当日バス乗車時にお支払下さい。
 申込み  保健相談センター（☎52-7290） (先着8組)
※応募多数の場合は、あいあいバスを利用されたことのな
い方を優先させていただきます。

すくすくフェスタ in わき
　和木町の子育てにかかわる団体が集まって、活動を紹
介します。親子で遊べる空間を提供します。ご家族で遊び
に来てください。

 日時　６月４日(土 )９時３０分～１２時 
 対象　主に乳幼児とご家族
 場所　保健相談センター (☎52-7290)
 内容　バルーンアート(社会福祉協議会 )
　　　 作って遊ぼう（地域子育て支援センター )
　　　 野菜サイコロゲーム(食生活改善推進協議会 )
　　　 手形をとろう(母子保健推進協議会 )
　　　 ベビーダンス(母子保健推進協議会 )
　　　 パネルシアターと絵本の読み聞かせ(岩国短期大学)
　　　 だがしやチャレンジ (放課後子ども教室 )　
　　　 ボールプール

など楽しい企画満載

毎月20組が参加
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5月

ダニ媒介性疾患の予防について

問合せ
申込先

保健相談
センター

（☎52-7290）

か
ら
だ

応
援
ペ
ー
ジ元気アップ教室

受動喫煙防止をすすめていきましょう ～5月31日は世界禁煙デー～受動喫煙防止をすすめていきましょう ～5月31日は世界禁煙デー～

　病原体を有するマダニやツツガムシにかまれると、感染症にかかることがあります。マダニやツツガムシは、特に春から
秋にかけて活動が活発になります。屋外で活動するときには、次のことに注意しましょう。
【予防策等】
①ダニに咬まれないことが重要です。
②山や野原の他、公園、住宅地の庭などにもダニがいることがあります。剪定や草取り等の際には注意してください。
③やぶや草むらなど、ダニの生息する場所に入る場合には、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴下・靴を着用等、肌
の露出を少なくすることが大切です。
④屋外活動後にはダニに咬まれていないか確認してください。帰宅後すぐに服を着替えたり、体をシャワーで洗い流すと
有効です。
⑤やぶなどで、犬や猫などの動物にダニが付くことがあります。除去には、目の細かいクシをかけると効果的です。ダニ
駆除薬もありますので獣医師に御相談ください。
⑥吸血中のダニに気がついた際には、できるだけ医療機関で処置してください。（自分でダニをつぶさないようにしてください）
⑦ダニに咬まれた後に、発熱などの症状があった場合は、医療機関を受診してください。
 問　山口県岩国健康福祉センター　（☎29-1521）

●作り方
①下準備　しいたけ…かさと軸をそれぞれ薄切りにする。
　　　　　かまぼこ…いちょう切り。ねぎ…小口切り。
②炒め煮る　鍋におからを入れて、乾煎りする。さらさらして熱
くなったら、しいたけ、かまぼこ、水気をきったコーンを加える。牛乳を入れ、なべ底に焦
げつかないように混ぜながら、弱火で 10～ 15 分程度煮る。かつおぶし、塩、薄口しょう
ゆを加えて味を調える。器に盛り付け、ねぎをちらす。

　ウォーキングが気持ちの
いい季節です。正しい歩き
方、効果的な歩き方等を身
につけましょう。
 日時　5月20日（金）　13時30分～15時
 内容　ウォーキングの効果的な歩き方の実習
　　　 （室内と屋外）
 準備　動きやすい服装・歩きやすい靴・タオル・飲み物
 場・申　保健相談センター（☎52-7290）

　毎年 5月31日は「世界禁煙デー」です。
　これは、毎年多くの人が喫煙が原因とみられるがんや心臓病で亡くなっている
ことから、禁煙を推進するために定められました。
　受動喫煙や未成年者の喫煙を防いで、たばこによる健康被害を予防しましょう!

　健康のためにできること…まずは、自分のか
らだを知ることです！ 今回は、ストレス測定です。
 日時　５月１８日（水）  １０時～１５時
 対象　一般の方　　
 内容　ストレス測定
　　　 ～唾液アミラーゼ測定～
　　　 ※飲食後30分は正確な
　　　　 測定はできません
 場所　保健相談センター　申込不要

ウォーキング編
自分のからだ測定会
～ 健康と体力 向上事業 ～

知って、変わろう！知って、変わろう！

五目おから
（材料４人分）

おから
しいたけ
かまぼこ
ホールコーン（缶）
牛乳
かつおぶし
塩
薄口しょうゆ
ねぎ

・・・・・・・・・・・・・・・・ ８０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・ ２枚
・・・・・・・・・・・・・・ ２㎝

・・・ ５０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・ ２００ml

・・・・・・・・・・・・ ２ｇ
・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ1/6

・・・・・ 小さじ２
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １本

一人分エネルギー　69キロカロリー
手軽にカルシウムが摂取できます。（和木町食生活改善推進協議会 ２班）

お子さま連れの方も安心♪
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日
時

場
所

問

行

政

相

談

面

　接

　相

　談

巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の

街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す

平
成
28
年
度
要
約
筆
記
者

養
成
講
座
受
講
者
募
集

相
続
、遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

定
員

受
講
料

募
集
期
限

申
込
方
法

申
込
方
法

申
・
問

日
時

会
場

受
講
対
象
者

日
時

日
時

場
所

相
談
担
当
者

相
談
担
当
者

相
談
電
話

場
所

問日
時

場
所

対
象

予
約
受
付
時
間

申
・
問

日
時

日
時

主
催

日
時

場
所

問 場
・
問

主
催

各
種
お
知
ら
せ

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
って
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　 

5
月
27
日
㈮
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
―
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
に
８
時

30
分
〜
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で
行
って

い
ま
す
。

　
　 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　 

５
月
26
日
㈭
　
９
時
〜
12
時

　
　 

総
合
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
健
康
相
談
室

　 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

岩
国
市
役
所
前
事
務
所

（
☎
22
―
7
7
7
7
）

※

ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
毎
月
第
４
週
に
開
催
を
予
定
で
す
。

　
　 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

　
　 

5
月
19
日
㈭
　
９
時
〜
12
時

　
　 

総
合
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー１

階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　 

行
政
書
士
　
用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
―
3
3
7
5
―
1
1
5
2
）

　
和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
で

困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な
る
な
ど
、

お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つい
て
お
応
え
す

る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
面
接
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　 
5
月
19
日
㈭
　
14
時
〜
17
時

　
　 

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　 

幼
児
、
小
、
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
、

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　 

8
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
―
81
―
7
8
3
0
）

　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受
給

者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た

め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　 

5
月
17
日
㈫
　
13
時
〜
16
時

　
　 

文
化
会
館
　
　
2
階
商
工
指
導
室

　 

岩
国
公
共
職
業
安
定
所（
☎
21
―
3
2
8
1
）

　
6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
町
内
の
人

権
擁
護
委
員
が
2
人
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の
よ
う
な
人
権
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
い
じ
め
、
体
罰
を
受
け
た

●
暴
行
・
虐
待
を
受
け
た

●
差
別
を
受
け
た

●
名
誉
棄
損
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を

　
受
け
た

●
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
誹
謗
中
傷
を

　
受
け
た

　
な
ど

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
に
つい
て
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
（
無
料
・
予
約
不
要
）

　
　 

6
月
1
日
㈬
　
9
時
30
分
〜
12
時

　
　 

文
化
会
館

　
　
　
　
　 

町
内
の
人
権
擁
護
委
員

電
話
で
の
常
設
相
談
所
（
無
料
）

　
　 
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

毎
日
　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　 
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

　
　
　
　 （
☎
43
―
1
1
2
5
）

　
　 

6
月
26
日
㈰
〜
12
月
18
日
㈰10

時
〜
17
時

※
8
月
14
日
、
10
月
2
日
、
11
月
27
日
を
除

き
ま
す
。

　
　 

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

（
山
口
市
鋳
銭
司
南
原
2
3
6
4
―
1
）

・
山
口
県
内
在
住
者
で
要
約
筆
記
に
よ
る
聴

　
覚
障
害
者
等
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
技
術
の

　
習
得
に
熱
意
の
あ
る
方
。

・
山
口
県
要
約
筆
記
者
証
所
持
者
で
未
取
得

　
の
手
書
き
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
受
講
を
希
望
さ

　
れ
る
方
。

※
パ
ソ
コ
ン
希
望
の
方
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
W
i
n
d
o
w
s
V
i
s
t
a 

以
上
）

及
び
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
を
準
備
し
て
下
さ
い
。

　
　 

20
名
程
度

　
　
　 

無
料

（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
4
，4
0
0
円
）

　
　
　
　 

6
月
13
日
㈪
必
着

　
　
　
　 

所
定
の
申
込
書
と
返
信
用
封
筒

（
長
形
３
号
の
封
筒
に
82
円
切
手
を
貼
付
し
、

宛
名
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。）

を
同
封
の
上
、
郵
送
に
て
申
込
ん
で
下
さ
い
。

　
　
　
　 

講
座
開
始
１
週
間
前
ま
で
に
郵

送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
〒
7
4
7
―
1
2
2
1

山
口
市
鋳
銭
司
南
原
2
3
6
4
―
1

 

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
―
9
8
5
―
0
6
1
1
）

（
℻
0
8
3
―
9
8
5
―
0
6
1
3
）
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春
の
町
内
一
斉
清
掃

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の

入
場
時
間
が
変
わ
り
ま
す

住
宅
建
設
奨
励
金

制

度

の

延

長

憲
法
週
間
行
事

防
火
管
理
講
習
会

県
産
木
材
を
利
用
し
て

家
を
建
て
る
方
を
支
援
し
ま
す

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

「
Ｗ
e
b
１
１
９
」運
用
開
始

自
動
車
税
の
納
付
の
お
願
い

　
春
の
町
内
一
斉
清
掃
を
次
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ご
参
加
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
　 

5
月
15
日
㈰
　
８
時
〜

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
21
日
㈯
に
延
期

●
自
治
会
長
の
指
示
に
従
って
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、
別
々
に
し

　
て
路
肩
等
に
積
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
交
差
点
の
近
く
に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
―
2
1
9
4
）

　
４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
方
は
、
４
月
末
に
送
付
し
た
納
税
通
知
書

で
5
月
31
日
㈫
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ

ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　 

岩
国
県
税
事
務
所（
岩
国
総
合
庁
舎
1
階
）

納
税
課
（
☎
52
―
1
5
0
2
）

　
県
で
は
、
品
質
の
優
れ
た
優
良
県
産
木
材

等
を
利
用
し
、
耐
震
性
な
ど
の一
定
基
準
を

満
た
す
住
宅
を
新
築
さ
れ
る
方
に
、
建
築
費

用
の一部
を
助
成
し
ま
す
。

　
　
　 

50
万
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

県
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課

　（
☎
0
8
3
―
9
3
3
―
3
3
9
5
）

　
町
内
に
新
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
地
方
税
法

に
よ
り
減
額
さ
れ
た
固
定
資
産
税
を
納
付
し

た
方
に
、
奨
励
金
を
支
給
す
る
制
度
を
２
年

延
長
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月

31
日
ま
で
の
間
に
新
築
さ
れ
た
床
面
積
が
50
㎡

以
上
2
8
0
㎡
以
下
の
住
宅
で
、
1
2
0
㎡

ま
で
の
部
分
（
居
住
部
分
の
み
）
が
支
給
の

対
象
と
な
り
、
減
額
さ
れ
る
期
間
の
固
定
資

産
税
額
相
当
額
を
申
請
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。 

な
お
、
賃
貸
、
販
売
等
営
利
を
目
的
と
す
る

住
宅
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

　 

税
務
課
（
☎
52
―
2
1
9
3
）

　
軽
自
動
車
税
は
、
障
害
の
区
分
及
び
級
別

に
よ
り
、
減
免
の
申
請
書
を
税
務
課
に
提
出

す
る
こ
と
で
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　 

５
月
24
日
㈫

　 

税
務
課
（
☎
52
―
2
1
9
3
）

　
裁
判
所
で
は
毎
年
、
5
月
1
日
〜
7
日
を
憲
法

週
間
と
し
、各
地
で
憲
法
週
間
行
事
を
行って
い
ま
す
。

無
料
法
律
相
談

　
　 

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部
、
山
口

家
庭
裁
判
所
岩
国
支
部
、
山
口
県
弁
護
士
会

岩
国
地
区
会

　
　 

5
月
26
日
㈭
　
14
時
〜
16
時
（
受
付
時

間
は
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
）

※
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん

※
裁
判
所
で
係
争
中
の
案
件
で
あ
る
場
合
は

　
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

　
　 

シ
ン
フ
ォニ
ア
岩
国
2
階
特
別
会
議
室

　
　
　
　 

金
銭
、
不
動
産
、
家
庭
関
係
な

ど
の
法
律
上
の
問
題

　
　
　
　 

　
山
口
県
弁
護
士
会
（
岩
国
地

区
会
）
所
属
の
弁
護
士

　 

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部
庶
務
係

（
☎
41
―
0
1
6
1
）

　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｗ
e
b
1
1
9
」
は
、
聴

覚
・
言
語
の
障
害
の
た
め
音
声
に
よ
る
1
1
9
番
通

報
が
困
難
な
方
が
、
お
手
持
ち
の
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
簡

単
に
1
1
9
番
通
報
で
き
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
　 
町
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
聴
覚
や
言
語
に
障
害
の
あ
る
方

※

事
前
の
登
録
が
必
要
で
す

　 

岩
国
地
区
消
防
組
合
　
通
信
指
令
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
☎
31
―
0
1
1
9
）

（
℻
32
―
1
1
1
9
）

　
6
月
23
日
㈭
か
ら
、
子
ど
も
の
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
への
入
場
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

16
歳
未
満
：
午
後
6
時
以
降
立
入
禁
止

た
だ
し
、
保
護
者
同
伴
の
場
合
は
午
後
10
時

ま
で
入
場
可
能

　
　
　 

保
護
者
同
伴
で
入
場
す
る
場
合
は
、

子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
お
店
か
ら
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　 

岩
国
警
察
署
　
生
活
安
全
課
　

（
☎
24
―
0
1
1
0
）

　
一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業
所

関
係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

て
い
た
だ
く
た
め
、講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　 

甲
種
　
6
月
23
日
㈭
、
24
日
㈮
　

10
時
〜
16
時

　
　 

乙
種
　
6
月
23
日
㈭
　
　
10
時
〜
16
時

　
　 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
（
い

わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
）

　
　 

1
0
0
名
（
先
着
順
）

　
　
　 

4
，2
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
）

　
　
　
　 

5
月
30
日
㈪
〜
6
月
10
日
㈮

　
　
　 

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
、
中

央
消
防
署
ま
た
は
消
防
出
張
所
に
提
出
し
て

下
さ
い
。

　 

岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
☎
31
―
0
1
9
6
）

今 月 の 納 税
軽自動車税・・・・全期分
上下水道代・・・3・4月分
町営住宅使用料・・・5月分
町税などの納税は便利な口座
振替をご利用ください。
納期限は5月31日㈫です。
　 税務課（☎52‒2193）

申
請
書
提
出
期
限

問

問

対
象

申
込
み

受
講
料

募
集
期
間

場
所

問

日
時

日
時

問

問

変
更
点

お
願
い

問

相
談
担
当
者

相
談
内
容

問 場
所

日
時

主
催

問

心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
へ

助
成
額

問

問
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岩
国
基
地
内
大
学
就
学
希
望
者
募
集

敬
老
金
の
給
付
手
続
き

キ
ッ
ズ
芸
能
祭
の
出
演
者
を
募
集

国
保
人
間
ド
ッ
ク
が
受
診
で
き
ま
す

第
36
回
青
い
鳥
グ
ル
ー
プ

手
作
り
展
示
即
売
会

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
人
で
通
学
可
能
な
範

　
囲
内
に
居
住
し
て
い
る
人

・
高
校
卒
業
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
人

・
出
願
に
必
要
な
英
語
力
の
あ
る
人
（
詳
し

　
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　 

5
月
6
日
㈮
　
必
着

　
　
　
　
　 

5
月
15
日
㈰

　
　
　
　 

岩
国
市
役
所

　
　
　
岩
国
市
役
所
　
都
市
交
流
室
内
　

岩
国
基
地
内
大
学
就
学
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
☎
29
―
5
0
1
8
）

　
和
木
町
で
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者

の
方
に
対
し
、
敬
老
の
意
を
表
し
、
あ
わ
せ

て
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
敬
老
金
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
民
生
委
員
が
敬
老
金
給
付
手
続

き
の
た
め
、
お
宅
へ
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
山
の
手
地
区
に
つい
て
は
、
役
場
職

員
が
お
宅
へ
伺
い
ま
す
。

　
敬
老
金
の
給
付
は
、
満
75
歳
の
誕
生
日
に

属
す
る
月
か
ら
始
ま
り
、
6
月
に
（
4
〜
9

月
分
）、
12
月
に
（
10
月
〜
3
月
分
）
を
給

付
い
た
し
ま
す
。

　
　
　 

満
75
歳
以
上
の
方
で
、
和
木
町
に
1

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

※ 

新
た
に
対
象
と
な
る
方
（
昭
和
16
年
4
月

1
日
〜
昭
和
17
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）

　
　
　 （
4
月
〜
9
月
分
）　

75
歳
〜
80
歳
未
満
・
・
・
1
2
，0
0
0
円

80
歳
以
上
・
・
・
・
・
・
1
4
，0
0
0
円

　
　
　
　 

原
則
、
申
請
い
た
だ
い
て
い
る
金

融
機
関
口
座
への
振
込
み

※ 

昭
和
16
年
10
月
1
日
か
ら
昭
和
17
年
3
月

31
日
生
ま
れ
の
方
の
支
給
手
続
き
は
、
11

月
に
民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
―
2
1
9
5
）

　
和
木
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方

は
、
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
が
受
診
で
き
ま
す
。

　
4
月
2
日
以
降
に
国
保
に
加
入
し
た
た
め
、

特
定
健
診
の
対
象
外
と
な
って
い
る
方
も
、
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　 
国
保
被
保
険
者
で
35
歳
以
上
の
方

　
　
　
　 
木
村
医
院
、
中
村
ク
リ
ニッ
ク

　
　
　
　
　 
1
，7
3
0
円

・一般
理
学
検
査
　

・
検
尿
　

・
検
便

・
血
液
検
査
　

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

・
心
電
図
検
査

　
　
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
―
2
1
9
5
）

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
「
遊
休
品
・
愛
の
灯
」

な
ど
の
全
額
寄
付
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
活
動
の

輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　「
趣
味
で
作
り
た
め
た
作
品
、
で
も
捨
て
る

に
は
？
…
」
と
お
考
え
の
方
、
愛
の
灯
と
し
て

福
祉
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
の
益
金
は
熊
本
・
大
分
大
震
災
へ
の

義
援
金
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　 

5
月
31
日
㈫
　
9
時
30
分
〜
17
時

　
　 

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
（
1
階
企
画
展
示

ホ
ー
ル
）

　
　 

社
会
福
祉
協
議
会

　 

手
作
り
グ
ル
ー
プ
青
い
鳥（
☎
53
―
2
5
6
5
）

　
芸
能
面
に
お
い
て
優
れ
た
才
能
を
持
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
や
、
才
能
を
開
花
す
る
た
め

に
努
力
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
出
演
者
を

募
集
し
ま
す
。

　
　 

7
月
30
日
㈯
　
13
時
30
分
〜
（
予
定
）

　
　 

文
化
会
館

　
　
　
　 

個
人
あ
る
い
は
中
学
生
以
下
の
個

人
、
町
内
在
住
者
の
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　 

コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
演
者
多
数
の

場
合
は
審
査
に
よ
り
出
場
者
を
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　 

５
月
９
日
㈪
〜
6
月
８
日
㈬

　 

文
化
協
会
事
務
局
（
☎
52
―
2
1
9
1
）

イ
ベ
ン
ト

募
集
期
限

問 問

対
象
者

問

面
接
選
考
日

実
務
機
関

実
務
機
関

検
査
項
目

自
己
負
担
額

面
接
会
場

募
集
対
象

日
時

日
時

後
援

場
所

場
所

応
募
方
法

参
加
資
格

申
込
期
限

申
・
問

申
・
問

対
象
者

支
給
額
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第
９
回
春
季
全
日
本

小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平
成
28
年
度 

和
木
町
近
郊

春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催

和
木
町
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
講
！

平
成
28
年
度
岩
国
リ
ー
グ
第
一
節

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式

　
春
夏
通
算
4
度
目
の
出
場
の
と
な
っ
た
初

戦
は
、
こ
の
大
会
で
準
優
勝
し
た
大
阪
府
代

表
城
山
台
タ
イ
ヨ
ー
と
対
戦
。
1
回
は
両
チ
ー

ム
が
1
点
入
れ
、
そ
の
後
は
点
が
入
ら
な
い
緊

迫
し
た
ゲ
ー
ム
展
開
と
な
り
、
6
回
裏
に
4

点
を
失
い
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
最
終

回
に
点
を
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
惜
し
く

も
初
戦
で
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
将
の
高
木
将
土
く
ん
は
、「
も
っ
と
練
習

し
て
夏
の
全
国
大
会
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
。」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
大
会
へ
の
出
場
に
際
し
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
へ
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
を
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　 

3
月
25
日
〜
28
日

　
　 

京
都
府
宇
治
市

　
　 

１
回
戦
敗
退
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部

　

　
　 

4
月
3
日

　
　 

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　 

優
勝
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部

　
4
月
11
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
28
年

度
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
」
が
行

わ
れ
、
今
年
は
1
5
8
名
が
入
団
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
体
操
部
西
山
実
希
さ
ん
が
団
員

を
代
表
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
健
康

な
身
体
と
心
を
養
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
喜
び
を
学

び
、
友
情
と
協
力
を
大
切
に
し
ま
す
。」
と
、

力
強
く
宣
誓
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
１

年
間
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て一
生
懸
命

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

　
　 

6
月
5
日
㈰
　
9
時
30
分
〜

　
　 

体
育
セ
ン
タ
ー

　
　 

和
木
町
体
育
協
会

　
　 

男
子 

Ａ
級
複
・Ｂ
級
複
・Ｃ
級
複

　
　 

女
子 

Ａ
級
複
・Ｂ
級
複
・Ｃ
級
複

　
　
　
　 

予
選
リ
ー
グ
及
び
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト

　
　 

　
一
般 

1
’3
0
0
円
／
人

　
　 

　
高
校
生 

1
’0
0
0
円
／
人

　
　 

　
中
学
生 

7
0
0
円
／
人

 

5
月
27
日
㈮
必
着

　 

体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
―
2
8
1
1
）

　
4
月
9
日
よ
り
、
3
ヶ
月
間
行
わ
れ
る
「
ス

ポ
ー
ツ
教
室
」が
開
講
し
ま
し
た
。こ
の
教
室
は
、

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」「
卓
球
」
で
、
毎
年
、
多

く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
小
学
生
の
参
加
者
が
多

く
み
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ま
た
、
卓
球
は
、
高
齢
者
の
方
を
中
心
に

「
健
康
管
理
と
体
力
増
強
」
を
目
的
に
参
加

さ
れ
る
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体

と
協
働
し
、
町
民
の
民
さ
ん
に
運
動
施
設
を

よ
り
一層
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
新

し
い
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
つい
て
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
　 
6
月
11
日
㈯
　
9
時
〜
13
時
（
雨
天

順
延
）

　
　 

町
民
庭
球
場

　
　 

体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　 

　
　
1
ペ
ア
ー
　
1
’0
0
0
円
（
当
日

徴
収
）

　
　
　
　 

日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技

規
則

　
　
　
　 

5
月
28
日
㈯

　
　
　  

体
育
協
会
事
務
局（

☎
52
―
2
8
1
1
）

 

プ
ー
ル
監
視
員
募
集
！

　
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ
ー
ル
開
放
期
間
で

の
監
視
員
（
管
理
員
）
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
条
件
は
下
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　 

6
月
6
日
㈪

　
　
　
　 

若
干
名

　
　
　
　 

大
学
生
と
同
等
以
上
で
普
通
救

命
講
習
を
受
講
で
き
る
方
（
受
講
日
が
決
ま

り
次
第
別
途
通
知
）

　
　
　
　 

履
歴
書（
一
般
）を
体
育
セ
ン
タ
ー

へ
提
出

　
　
　
　 

書
類
審
査

勤
務
内
容

　
　
　
　 

7
月
21
日
㈭
〜
8
月
28
日
㈰

　
　
　
　 

9
時
30
分
〜
17
時
30
分

　
　
　
　 

交
代
制

　
　
　
　 

町
民
プ
ー
ル
、
小
・
中
学
校
プ
ー
ル

※
複
数
地
区
で
の
勤
務
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　 

5
’8
0
0
円
/
日
（
交
通
費
等

手
当
て
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

①
下
記
の
場
合
は
、
業
務
を
行
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
雨
天
等
天
候
が
不
順
の
場
合

・
そ
の
他
、
遊
泳
に
適
さ
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合

②
賃
金
の
支
払
い

・
翌
月
払
い
で
口
座
振
込
の
み

　 

体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
―
2
8
1
1
）

そ
の
他

募
集
期
限

募
集
人
数

採
用
条
件

勤
務
期
間

勤
務
時
間

勤
務
場
所

雇
用
賃
金

勤
務
形
態

採
用
方
法

申
込
方
法

問

ス

ポ
ー
ツ

会
場

結
果

参
加
料

参
加
料

申
・
問

主
催

主
催

種
目

問

期
日

会
場

結
果

期
日

会
場
期
日

会
場

期
日

申
込
期
限

試
合
方
法

試
合
方
法

参
加
申
込
及
び
参
加
料
振
込
期
限

ソフトボール部

西山実希さん
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
だ
よ
り

　和木町では英語教育に対する取り組みとして、
昨年度に引き続き、山口大学と連携して実施する
英語留学プログラムに参加する高校生に助成を行
います。
　外国人講師による生きた英語を体験できる貴重
な機会ですので、ぜひ、参加してみませんか！
 留学期間　8月14日（日）～8月27日㈯（予定）
 留 学 先　フィリピンセブ島（ホテル等での研修）
 募集人員　和木町に住所を有する高校生３名
 選 考 等　応募者多数の場合、選考または抽
選により決定します。
 費用概算　一人あたり約 30 万円（食費等は含
みません）
 助成内容　一人あたり概算費用の1/2（上限 15
万円）
 申込期間　５月２日（月）～５月３０日（月）
 そ の 他　過去にオーストラリア海外派遣事業に
参加された方は参加できません。
 問　教育委員会（☎53‒3123）

　和木町では英語教育に対する取り組みの強化の一環として、
今年度から新たにイングリッシュキャンプに参加する中学生に対し
助成を行います。
　外国人講師による生きた英語を楽しく体験できる貴重な機会で
すので、ぜひ、参加してみませんか！
 留学期間　8月23日（火）～25日（木）（日程の都合上、全泊の必要あり）
 留 学 先　愛知県旭高原少年自然の家
 募集人員　和木町に住所を有する中学生５名
 選 考 等　応募者多数の場合、選考または抽選により決定します。
 参加費用　一人あたり 48,000 円 ※集合場所までの交通費等
は含みません。 ※実際にかかる費用は約 85,000円前後（予定）
 助成内容　一人あたり6万円
 申込期間　5月2日（月）～5月30日（月）
 そ の 他　イングリッシュキャンプに参加した場合、オーストラリ
ア海外派遣事業、語学留学（セブ島）事業には参加できません。
 問　教育委員会（☎53‒3123）
※イングリッシュキャンプとは
　外国人との活動を通じて、「生きた英語」を学び国際感覚を身
につける宿泊生活

平成28年度
イングリッシュキャンプ参加者募集

　住民の皆さまから「防災行政無線の緊急放送が聞こえにくい。」と
いうお声をいただき、対策の一環として、防災行政無線テレホンサービ
ス（無料）を開始しております。放送が聞き取れなかった場合や、もう
一度聞きたい場合などにご利用ください。
 電話番号　（☎0120‒52‒2136）
※通話料はかかりません。
※電話が集中してかかりにくい場合がありますので、あらかじめご了承
ください。
※確認できる内容は、役場からの最新の緊急放送のみとなります。最
新の放送から概ね24 時間で緊急放送の登録を解除します。
 問　企画総務課（☎52‒2136）

防災行政無線テレホンサービスについて

平成28年度
語学留学生募集

　
３
月
11
日
に
「
子
供
も
大
人
も
元
気
な
体
は
足
元
か

ら
！
」
と
題
し
て
、
理
学
療
法
士
の
中
元
幸
美
先
生

に
、„
足
育
“
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
65
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
体
へ
の
関
心
の
高
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
師
か
ら
「
体
の
痛
み
は
、
普
段
の
体
の
使
い

方
、
靴
の
履
き
方
、
歩
き
方
な
ど
が
原
因
に
な
っ
て

い
ま
す
。
足
の
指
を
本
来
の
形
に
戻
し
て
、
き
ち
ん

と
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
膝
や
腰
等
の
痛
み
は
、
足
指
の
変
形
が
原
因

か
も…

ま
ず
は
、
自
分
の
体
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

自
主
運
動
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

足
育
を
実
践
し
て
、
心
も
体
も
元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

 

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
52-

２
１
９
６
）

　
４
月
18
日
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
は
、
折
り
紙
で

手
と
頭
の
体
操
を
し
な
が
ら
、
お
茶
を
楽
し
み
ま
し

た
。
毎
回
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
、
認
知
症

に
関
す
る
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
個
室
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

♪
認
知
症
を
予
防
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、
認
知

症
の
人
、
介
護
を
し
て
い
る
人
、
話
し
相
手
が
欲
し

い
人
な
ど…
一
緒
に
わ
き
あ
い
あ
い
と
、
お
茶
の
時

間
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
♪

日

　時
　
5
月
23
日
㈪
　
13
時
30
分
〜
15
時
（
時
間

内
出
入
り
自
由
）

場

　所
　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
２
０
０
円
（
飲
み
物
と
お
や
つ
代
）

申
・
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
52

‒

2
1
9
6
）

こ
ち
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

介
護
予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

次
回
の
ご
案
内

　個人事業主（共同経営者含む）・会社
などの役員の人が事業をやめられる場合な
どに備え、あらかじめ資金を準備しておく
共済制度で、「小規模企業の経営者のた
めの退職金制度」といえます。毎年、掛
金が所得控除となるため、節税効果があ
ります。
 問　中小企業基盤整備機構コールセンター
　　（☎050‒5541‒7171）
平　日　 9 時～ 19 時
土曜日　10 時～ 15 時　

小規模企業共済制度

15



広島市  松井市長と握手を交わす
米本町長

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
全
国
的
な
課
題
と

な
る
中
、
和
木
町
が
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
の
広
報
や
職
員
研
修
の
共
同
実
施
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
共
同
応
援
な
ど
、
こ
れ
ま
で
広
島
広

域
都
市
圏
の
24
市
町
で
進
め
て
き
た
連
携
や
交
流
を

基
に
、
各
市
町
の
強
み
を
伸
ば
し
弱
み
を
相
互
に
補

う
た
め
の
施
策
を
、
他
の
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
が
巡
る
都
市
圏
」「
ど

こ
に
住
ん
で
も
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
都
市
圏
」「
住

民
の
満
足
度
が
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
る

都
市
圏
」
の
実
現
を
目
指
す
広
域
都
市
圏
と
し
て
の

取
組
と
、
先
日
策
定

し
た
和
木
町
の
総
合
戦

略
に
掲
げ
た
取
組
を

併
せ
て
実
施
し
て
い
く

こ
と
で
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
掛
け
、
和

木
町
の
将
来
に
わ
た
る

発
展
を
目
指
し
ま
す
。

 

概
要
　
広
島
広
域
都
市
圏
の
住
民
の
交

流
を
促
す
た
め
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
を

圏
内
の
住
民
が
共
同
で
応
援
し
ま
す
。

 

日
時
　
6
月
18
日
㈯
　
14
時
　
試
合

開
始

 

対
戦
相
手
　
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー

ズ

 

会
場
　
マツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
（
広
島
市
南

区
南
蟹
屋
二
丁
目
３
番
１
号
）※ 

現
地

集
合

 
募
集
人
数
　
3
0
0
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

 
参
加
費
　
3
歳
以
上
、
1
，6
0
0
円

（
外
野
指
定
席
券
） 

 

応
援
方
法
　
外
野
指
定
席
で
、
広
島

広
域
都
市
圏
と
し
て
ま
と
ま
って
応
援
し

ま
す
。

 

そ
の
他
　
参
加
者
全
員
に
ス
カ
イ
ジェッ

ト
バ
ル
ー
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

 

申
込
み
　
小
学
生
以
下
の
場
合
は
、
大

人
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
往
復
は
が
き

（
1
枚
に
5
人
ま
で
）
に
、
参
加
者
全

員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
5
月
18
日
㈬
（
※
消
印
有

効
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
7
3
0
–
8
5
8
6
（
住
所
は
不
要

で
す
。）

広
島
市
広
域
都
市
圏
推
進
課
内
・
広
島

広
域
都
市
圏
協
議
会
事
務
局

（
☎
0
8
2
–
5
0
4
–
2
0
1
7
）

 

貸
付
要
件

○
高
校
生・大
学
生（
短
大
生
含
む
）・大
学
院

生・高
等
専
門
学
校
生・専
修
学
校
生

○
学
業
優
秀
な
人

○
本
町
に
2
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

○
学
資
の
支
出
が
困
難
な
人

 

貸
付
金
額

※
い
ず
れ
も
1
名
あ
た
り
の
月
額

○
大
学（
短
大
）生・大
学
院
生

　
国
公
立
　
　
3
5
，0
0
0
円
以
内

　
私
立
　
　
　
4
2
，0
0
0
円
以
内

○
高
校
生

　
国
公
立
　
　
1
3
，0
0
0
円
以
内

　
私
立
　
　
　
2
0
，0
0
0
円
以
内

○
高
等
専
門
学
校

　
国
公
私
立
　
2
0
，0
0
0
円
以
内

○
専
修
学
校

　
専
門
課
程
　
3
5
，0
0
0
円
以
内

　
高
等
課
程
　
1
3
，0
0
0
円
以
内

 

提
出
書
類

○
奨
学
金
貸
付
申
請
書

○
在
学
証
明
書

○
成
績
証
明
書（
出
席
日
数
を
記
入
）

○
学
校
長
の
推
薦
調
書（
下
表
の
と
お
り
）

　
高
校・高
等
専
門
学
校
1
年
生

　〈
出
身
中
学
校
長
〉

　
高
校・高
等
専
門
学
校
2
年
生
以
上

　〈
在
学
高
校・高
等
専
門
学
校
長
〉

　
専
修
学
校
1
年
生
 

　〈
出
身
中
学
校・高
等
学
校
長
〉

　
専
修
学
校
2
年
生
以
上

　〈
在
学
専
修
学
校
長
〉　

　
大
学（
短
大
）1
年
生〈
出
身
高
等
学
校
長
〉

　
大
学
2
年
生
以
上〈
在
学
大
学（
校
）長
〉

 

貸
付
の
可
否
に
つ
い
て

　
申
請
書
類
を
審
査
し
、6
月
下
旬
頃
に
決

定
し
ま
す
。貸
付
が
決
定
さ
れ
た
方
は
、誓
約

書
に
下
記
の
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。な
お
、期
限
ま
で
に
書
類
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、辞
退
し
た
も
の
と
見
な
し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
決
定
を
受
け
た
者
と
保
護
者

（
連
帯
保
証
人
）…
印
鑑
登
録
証
明
書

○
連
帯
保
証
人（
保
護
者
を
除
く
）…
印
鑑

登
録
証
明
書
、所
得
証
明
書
、納
税
証
明
書

※
連
帯
保
証
人（
保
護
者
を
除
く
）は
、本
町

に
２
年
以
上
居
住
し
、独
立
の
生
計
を
営

む
人
で
、町
民
税
ま
た
は
固
定
資
産
税
を

納
付
し
た
人
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
町
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
人
は
連
帯
保
証

人
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

○
ご
本
人（
奨
学
生
）名
義
の
口
座
振
替
申
出

書

 

貸
付
に
つ
い
て

　
毎
月
5
日（
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合
は

前
営
業
日
）に
指
定
口
座
に
入
金
し
ま
す
。な

お
、初
回
は
貸
付
決
定
後
に
4
月
分
か
ら
、さ

か
の
ぼって
振
り
込
み
ま
す
。

返
済
期
間

　
各
学
校
を
卒
業
し
て
1
年
後
か
ら
返
済
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。返
済
期
間
は
在
学
さ

れ
た
期
間
の
2
倍
以
内
と
し
ま
す
。

 

提
出
期
限
　
5
月
13
日
㈮
必
着

 

申・問
　
教
育
委
員
会

　（
☎
53
–
3
1
2
3
）

広
島
広
域
都
市
圏
で

新
た
な
連
携
に
取
り
組
み
ま
す

広
島
広
域
都
市
圏  

広
島
東
洋
カ
ー
プ 

共
同
応
援

の
実
施
（
参
加
者
の
募
集
）

● 

● 

● 

和
木
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す 

● 

● 

●

16



和
木
駐
在
所
だ
よ
り

和 

木 

俳 

句 

教 

室

自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

　
自
転
車
も
自
動
車
と
同
じ
「
車
両
」

の
仲
間
で
す
。
正
し
く
ル
ー
ル
を
守
っ
て

安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

〇
お
子
さ
ん
に
は

　
　
　
　ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
！

　
交
通
事
故
に
よ
る
頭
部
の
怪
我
は
、

命
に
か
か
わ
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん

は
、
13
歳
未
満
の
子
ど
も
を
自
転
車
に

乗
車
さ
せ
る
と
き
に
は
、
ヘル
メッ
ト
を
着

用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

〇
反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
早
朝
、
夜
間
に
自
転
車
を
利
用
す
る

時
に
は
、
ラ
イ
ト
を
必
ず
点
灯
し
、
反

射
材
を
活
用
す
る
な
ど
自
分
の
存
在
を

し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

〇
一
方
通
行
の
逆
行
に
注
意
！

　
あ
け
ぼ
の
橋
の
側
道
や
装
束
町
の
裏
通

り
な
ど
、
和
木
町
周
辺
に
は一
方
通
行
の

場
所
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
場
所
を
通
行
す
る
際
、
自

転
車
も
「
車
両
」
の
仲
間
で
す
の
で
逆

行
す
る
と一方
通
行
の
逆
行
と
な
り
ま
す
。

危
険
で
す
か
ら
必
ず
自
転
車
か
ら
降
り

て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
】

　
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が

４
月
１
日
か
ら
移
転
し
た
と
聞
い
た

が
、
ど
こ
に
移
転
し
た
の
か
教
え
て

ほ
し
い
。

【
処
理
】

　
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

今
年
３
月
ま
で
、
山
口
市
葵
に
あ
り

ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
山
口
県

庁
厚
生
棟
２
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
来
所
で
の
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
山
口
県
庁
ま
で
お
越
し
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
お
車
の
場

合
は
、
山
口
県
庁
外
来
駐
車
場
な
ど

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、Ｊ
Ｒ
や
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

山
口
県
庁
は
、
山
口
駅
か
ら
県
庁
方

面
行
の
バ
ス
で
約
５
分
、
新
山
口
駅

か
ら
湯
田
・
山
口
県
庁
方
面
行
き
の

バ
ス
で
約
３０
分
と
な
り
ま
す
。

　
お
電
話
で
の
相
談
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

相
談
専
用
電
話
番
号
「
０
８
３
–
９

２
４
–
０
９
９
９
」
は
４
月
１
日
以
降

も
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
ま
で
ど

お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

移
転
後
も
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
消
費
生
活

に
関
し
て
少
し
で
も
不
安
に
感
じ
た

場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課

（
☎
52
–
２
１
３
６
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
–
９
２
４
–
２
４
２
１
）

涅
槃
絵
の
草
木
虫
魚
鳴
咽
せ
り
 

 

小
川
　
誉
子

三
輪
車
幼
な
初
乗
り
風
薫
る
 

 

灰
岡
美
穂
子

茅
茸
き
に
染
み
入
る
春
の
時
雨
か
な
  

平
岡
　
菊
江

花
ま
つ
り
子
等
と
暮
れ
ゆ
く
一
日
か
な
  

山
重
　
杵
子

模
様
替
へ
夫
な
き
部
屋
に
春
の
風
　
  

与
三
本
愛
子

和  

木  

短  

歌  

会

咲
く
も
あ
り
芽
ぶ
く
も
あ
り
て
坪
庭
の

土
ふ
ん
わ
り
と
春
は
匂
ひ
ぬ
 

 

正
中
ツ
ヤ
子

い
つ
し
か
に
見
上
ぐ
る
程
に
白
木
蓮

散
り
ゆ
く
白
き
花
び
ら
静
か
 

 

森
本
　
初
子

い
つ
も
な
ら
五
月
の
風
に
う
ぐ
い
す
の

初
音
今
年
は
弥
生
は
じ
め
に
 

 

向
田
登
美
子

お
さ
な
児
の
爪
の
か
た
ち
の
蕾
つ
け

白
木
蓮
は
光
の
中
に
 

 

 

灰
岡
　
裕
美

山
寺
の
千
の
小
枝
に
梅
ひ
ら
く

メ
ジ
ロ
の
揺
す
る
白
き
か
ん
ざ
し
 

 

横
川
美
代
子

沈
丁
花
匂
ひ
た
ち
く
る
窓
際
に

鏡
移
し
て
朝
化
粧
す
る
 

 

 

藤
上
　
紀
子

消費者生活相談
だより

山口県
消費生活センターが
移転しました

Vol.130

さ
つ
き

17



家
庭
用
燃
料
電
池（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

設
置
に
対
す
る
補
助
金
制
度
の

ご
案
内

　平成２７年度の町内各家庭から排出された可燃ごみ
搬入量は、約 940トンで、平成 26 年度よりも約 10トン
増加しています。

　可燃ごみの排出量は一人一人の心がけで減らすこと
ができます。皆さんのご協力をよろしくお願いします。
・生ごみは水気をよくきってから出す。
　　→「水を燃やす」ことで無駄なエネルギーと税金を使

用してしまいます。
・生ごみ処理にダンボールコンポストなどや生ごみ処理機
を利用する。
・はがきや封筒、パンフレットや包装紙を「燃えるごみの日」
に出すのではなく、「新聞・雑誌の日」に出す。
「ごみ減量」＝「リサイクル」を思い浮かべますが、「不
要なものを買わない、もらわない、使わない」も大切な
心がけです。
※和木町快適環境まちづくり町民会議ではダンボールコン
ポスト、ＥＭ処理機、コンポスターのあっせん販売を行っ
ています。
※町では電気式生ごみ処理機購入補助制度があります。
購入前に申請が必要です。
　補助金は購入金額の1／2の額で、上限は2万円です。
　くわしくは住民サービス課（☎52-2194）まで。

過去５年間の燃えるごみの量の推移

　
町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
町
内
に
お
い
て
家
庭
用
燃

料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）
を
新
た
に
設
置

す
る
方
に
対
し
設
置
費
の一部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

家
庭
用
燃
料
電
池（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）と
は
？

　
ガ
ス
な
ど
か
ら
取
り
出
し
た
水
素
と
空

気
中
の
酸
素
を
化
学
反
応
さ
せ
、
電
気
を

つ
く
り
出
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
電
の
際

に
発
生
す
る
熱
を
捨
て
ず
に
お
湯
を
つ
く

り
給
湯
に
利
用
し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

あ
ま
す
こ
と
な
く
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

補
助
制
度
の
概
要

 
補
助
金
額
　
1
基
に
つ
き
10
万
円
（
定

額
補
助
）

※
た
だ
し
、
補
助
金
の
交
付
は
1
住
宅
に

つ
き
1
基
ま
で
で
す
。
 

補
助
対
象
者

・
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
用
い
る
町
内
の

住
宅
に
補
助
対
象
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に 

設
置
す
る
方

・
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
町
内
の
補
助

対
象
シ
ス
テ
ム
付
き
住
宅（
建
売
住
宅
）

を
購
入
す
る
方

・
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

 

対
象
シ
ス
テ
ム

・一
般
社
団
法
人
燃
料
電
池
普
及
促
進
協

会
（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
が
指
定
し
た
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
こ
と

・
シ
ス
テ
ム
は
す
べ
て
新
品
で
あ
る
こ
と

 

申
請
窓
口
・
問

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
–
2
1
9
4
）

※
申
請
前
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成27年度の町内で排出されたごみの量について
和木町のごみ事情

（単位：ｋｇ）

平成23年
平成24年
平成25年
平成26年
平成27年

可燃ごみ量
984,340
955,690
948,390
929,500
939,390

人口（１０月）
6,601
6,583
6,533
6,440
6,461

人口一人当たり
149.1
145.2
145.2
144.3
145.4

990,000
980,000
970,000
960,000
950,000
940,000
930,000
920,000
910,000
900,000

150.0
149.0
148.0
147.0
146.0
145.0
144.0
143.0
142.0
141.0

23 24 25 26 27

可燃ごみ量
人口一人当たり

【転出者】（  ）内は転出先
　中本千恵美
　　（山大附属特別支援学校）
　井上　瞳乃（通津小学校）
【転入者】（  ）内は転入先
　鮎川ひとみ（八坂小学校）
　穐枝穂乃香（新規採用）

訂正してお詫びいたします。

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
保
健
所
）

の
相
談
会
・
検
査
等
予
定

（
住
所
：
岩
国
市
三
笠
町
1
–
1
–
1
）

　
い
ず
れ
も
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。予
約
電

話
番
号
ま
で
、ご
連
絡
下
さ
い

教職員の異動「敬称略」
（4月号の訂正）

和木中学校

内　容 実施日 時　間 予約
電話番号

ストレス相談 5月17日（火）
※毎月第３火曜日

13：30～
15：30 29-1525

骨髄バンク
登録

5月10日（火）
※毎月第２火曜日

受付
9：00～11：00

29-1523
肝炎検査
HTLV-1検査

5月24日（火） 10：00～
11：00

医療機関で診療時間内に受ける
方法もあります。

エイズ検査 5月10・24日（火） 13：00～
16：00 29-1519

ひきこもり
家族の会 5月25日（水） 13：30～

16：00 29-1525
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町
職
員
を
募
集
し
ま
す

①住民サービス課
②旅行、美味しいものを食べる
③打楽器演奏
④役場の顔ともいえる住民サービス課に
配属されましたので、町民の皆さまに
対して笑顔で親身に接することを常
に心がけて仕事をしていきたいと思っ
ています。多くの方に信頼されるような
職員を目指して努力してまいります。ど
うぞよろしくお願いいたします。

新規採用職員を紹介します新規採用職員を紹介します

和木町の人口ピラミッド

①所属　　③特技
②趣味　　④これからの抱負

磯
金  

智
子

い
そ
か
ね

　
　と
も
こ

①保健福祉課
②散歩、羊毛フェルト
③フェンシング
④明るい笑顔、挨拶を大切にし、一日で
も早く多くの町民の方々の手助けに
なれるような人材として日々努力をし
て参りますので、よろしくお願いいたし
ます。

石
田  

絵
利
子

い
し
だ

　
　
　え
り
こ

①和木幼稚園　教諭
②アウトドア（山登りなど）・カラオケ
③体力には自信があります!!!
④これから幼稚園教諭として、和木町
の子どもたち・保護者の方々の頼りに
なり、楽しい思い出をたくさん届ける
ために、町について少しずつ知り、つ
ながりをもっていきたいです。どうぞよ
ろしくお願いします。

國
本  

則
子

く
に
も
と

　
　 の
り
こ

平成28年4月1日現在
総人口　6,463人（-21人）
世帯数　2,787世帯（±0）
和木町の面積　10.58㎢
（）内は前月比

女　3,270人（-15人）男　3,193人（-6人） 100以上
95-99
90-94
85-89
80-84
75-79
70-74
65-69
60-64
55-59
50-54
45-49
40-44
35-39
30-34
25-29
20-24
15-19
10-14
5-9
0-4

300 250 200 150 100 50 0 0（人） 100 200 300

3
　　 30
　　　　  55
　　　　　　　　　  111
　　　　　　　　　　　　　　　 174
　　　　　　　　　　　　　　　 172
　　　　　　　　　　　　　　　　 185
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 216
　　　　　　　　　　　　　　　　　  198
　　　　　　　　　　　　　　　　  186
　　　　　　　　　　　　　 150
　　　　　　　　　　　　　　　　　190
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 238
　　　　　　　　　　　　　　　　　 194
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 216
　　　　　　　　　　　　　  154
　　　　　　　　　　　　134
　　　　　　　　　　　　　 150
　　　　　　　　　　　　　  155
　　　　　　　　　　　　　　　　　 195
　　　　　　　　　　　　　　  164

2
8  

25  　　
63　　　　　　　

95　　　　　　　　　　　
138　　　　　　　　　　　　　　　　
136  　　　　　　　　　　　　　　　

241　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
236 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

167 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
141 　　　　　　　　　　　　　　　　

194 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
221  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

202 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
220  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

202 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
196  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
183 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
171  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
163　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

189　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

募
集
職
種

　
●
事
務
職
…
若
干
名
　
●
技
術
職（
土
木
）…
若
干
名

　
●
社
会
福
祉
士
…
若
干
名
　
●
保
健
師
…
若
干
名

　
●
保
育
士（
幼
稚
園
教
諭
）…
若
干
名

 

受
験
資
格

事
務
職

　
昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
た
方

技
術
職
（
土
木
）

　
昭
和
56
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
方
で
、
土
木
関
係
の
専
門
学
科
（
高
等
学
校

以
上
）
を
卒
業
し
た
方

社
会
福
祉
士

　
昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
社
会

福
祉
士
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
来
年
3
月

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方

保
健
師

　
昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
健

師
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
来
年
3
月
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
方

保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
）

　
昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育

士
資
格
及
び
幼
稚
園
教
諭
二
種
以
上
の
免
許
を
取
得
し

て
い
る
方
、
ま
た
は
来
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

 

第
1
次
試
験
　
7
月
24
日
㈰

※
当
日
、
国
政
選
挙
投
票
日
と
な
っ
た
場
合
は
延
期
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

受
付
期
間
　
5
月
2
日
㈪
〜
6
月
17
日
㈮

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
、
6
月
17
日
㈮
　
消
印

有
効
と
し
ま
す
。

 

採
用
予
定
日
　
平
成
29
年
4
月
1
日

 

問
　
企
画
総
務
課  （
☎
52
–２
１
３
６  
内
線
３
０
６
）

※
和
木
町
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
は
企
画
総
務
課

（
役
場
2
階
）
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ムペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ンロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　http://w
w
w
.tow

n.w
aki.lg.jp


